
栽植密度 60株/坪

一株穂数 20本

一穂着粒数 74粒

登熟歩合 85%

千粒重 22.0ｇ

収量 500kg/10ａ

グリーンな
栽培体系

・事前に置き換える基肥量（窒素成分）を計算する。
・鶏ふんは土壌混和で分解が進み、植物が吸収できる窒素形態に変化するので、混和～入水までのまでは１週間程度開ける。
・酸欠は鶏ふんの分解を抑制するので、耕起後は畑地状態とする。
・窒素の流亡を防ぐため、混和から１～２週間以内に入水する。
・有機質肥料（鶏糞ペレット）の施用で増加した労働時間は、「自動操舵システム」の活用で軽減することできる。
 【増加した10aあたり労働時間】
 有機肥料の施用0.43時間 - 自動操舵使用による削減時間（施用0.05時間 + 田植え時間0.05時間）＝ 0.33時間



大麦栽培ごよみ

下表参考

グリーンな
栽培体系

・事前に置き換える基肥量（窒素成分）を計算する。
・鶏ふんは土壌混和で分解が進み、植物が吸収できる窒素形態に変化するので、混和～入水までのまでは１週間程度
開ける。

・酸欠は鶏ふんの分解を抑制するので、耕起後は畑地状態とする。
・窒素の流亡を防ぐため、混和から１～２週間以内に入水する。
・有機質肥料（鶏糞ペレット）の施用で増加した労働時間は、「自動操舵システム」の活用で軽減することできる。
 【増加した10aあたり労働時間】
 有機肥料の施用0.43時間 -自動操舵使用による削減時間（施用0.05時間 + 播種時間0.04時間）＝ 0.34時間



大豆栽培ごよみ （収量目標200kg/10ａ）

【土づくり】
土壌pHを6.0～6.5に矯正する。

【基肥】
耕起前または播種時に施用する。

【播種】
耕起、播種、覆土は一日で完了させる。
乾かした土壌でゆっくり作業し、砕土率を
上げる。

【雑草対策】
①苗立ちを良くする。
➁砕土率を高め、土壌処理剤の効果を高める。
③タイミングを見極めて茎葉処理剤を散布する。
④(畝立の場合)残草したら畝間処理する。
⑤難防除雑草が発生した場合は相談する。

【培土】
6月下旬～7月上中旬にかけて2回実施。
初生葉が隠れる程度に、株元に確実に土寄
せする。
花期に入ったら培土はしない（根傷み防
止）。

【鶏ふん散布】
播種7～14日前までに散布し耕起する。

【鶏ふん使用の留意点】
①事前に置き換える基肥量（窒素成分）を計
算する。
②鶏ふんは土壌混和で分解が進み、植物が吸
収できる窒素形態に変化するので、混和～播
種までは１週間程度開ける。
③酸欠は鶏ふんの分解を抑制するので、耕起
後は畑地状態とする。
④窒素の流亡を防ぐため、混和から１～２週
間以内に播種する。
⑤有機質肥料（鶏糞ペレット）の施用で増加
した労働時間は、「自動操舵システム」の活
用で軽減することができる。
【増加した10aあたり労働時間】
有機肥料の施用0.43時間 -自動操舵使用に

よる削減時間（施用0.05時間 + 培土時間0.17
時間）＝ 0.21時間

10ａあたり施用量 （kg）

基肥 施肥量 基肥 施肥量
ＪＡフジミペレットけいふん 120 ＪＡフジミペレットけいふん 105
鶏糞施肥圃場専用大豆用肥料 20 BB大豆一発N25 19
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グリーンな
栽培体系


